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工学研究科応用化学専攻
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ジエステル基を有する有機スズ化合物に関する研究
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本論文はジエステノレ基を有する有機スズ化合物の合成とその性状を明らかにすることを目的とし，

5 章および生成物の構造の解明を取扱かい，とくに反応促進剤を用いる直接反応法による新合成法，

より成立っている。

第 1 章緒論では，有機スズ化合物の現在までの合成法および構造に関する研究の概略を述べ，本論

文の;意義を説明している口

反応促進剤の存在下で直接反応さまずハロコハク酸ジエチノレエステノレとスズとを，第 2 章では，

せ，促進剤の効果および原料ハロゲン種の影響を検討している。またここで得られた生成物(ビスー

エチノレコースズジハライド)から 2 種の構造異性体を分離し，そ2 ージェトキシカノレボニノレ)に(1 , 

れぞれ 1 R スペクト jレ， NMR スペクトノレなどの結果から，生成物中の γ 位のカ Jレボニ Jレ基の酸素が

スズに配位した五員環構造をとる物質であることを推察しているO また別に行なわれた X線解析で，

この推察が確認されたことを述べている。

第 3 章ではエチ Jレエステ Jレ以外のハロコハク酸ジアノレキノレエステノレや，ハロメチ jレコハク酸，ハロマ

ロン酸およびハロエチ Jレマロン酸の各ジエチノレエステノレを原料として，第 2 章と同様な反応を行ない

さらに副生成物についてもその分反応性を比較するとともに，生成物の五員環構造について検討し，

子中に含まれる水酸基とカ Jレボニノレ基との水素結合による別の形の五員環構造をとるものが得られた

ことを述べている。

第 4 章では前章までに認められた新しい配位構造である五員環形成の原因を追求するため，日jの方

法でジエステノレ基を有する各種の化合物を合成し，直接反応法で得られた化合物と IR および NMR

スペクトノレなどの比較検討を行ない，五員環形成の原因はスズに結合するハロゲンの電子吸引性のた

スズ原子が electropositive になり， 力 jレボニノレ基の酸素が配位しやすくなるためであると推
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察している。



第 5 章は，本研究で得られた結論を総括している。

論文の審査結果の要旨

本論文は，スズとハロニ塩基酸ジエステ Jレとの直接反応で従来合成が至難であったジエステノレ基を

有する有機スズ化合物を各種合成し，さらにこれら一連の化合物に関してその構造を検討した結果，

有機スズ化合物では極めて新しい分子内五員環構造をとる化合物を多数確認している。

このように本論文は，有機スズ化合物に関する未開拓の分野に多くの新しい知見を提供し，技術的

および学術的に寄与するところが大きく，博士論文として価値あるものと認める。

-262-




